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中川辺地内の大谷公園は平
成2年に、大谷溜池跡地に造
られた公園で、藤棚やザイル
クライミング、ちびっことりで
など遊具が置かれています。
町内が見渡せ、土地改良記

念碑、八十八か所めぐり、桜の
名所など風光明媚な所です。

■大谷公園の藤棚
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Ｍ
Ａ
Ｇ
ロ
ー
ド
っ
て
ど
ん
な
意
味

東
海
環
状
自
動
車
道
は
「
Ｍ
Ａ
Ｇ（
マ
グ
）ロ
ー
ド
」
の
愛
称
で
親
し
ま
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、

一
般
公
募
に
よ
り
、
三
重
の
Ｍ
、
愛
知
の
Ａ
、
岐
阜
の
Ｇ
を
組
み
合
わ
せ
た
造
語
で
、
マ
グ
ネ
ッ
ト

（
磁
石
）の
よ
う
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
を
引
き
つ
け
る
道
路
と
い
う
意
味
も
込
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

川辺と山之上との境、幕引山に東海環状自動車道（一般国道475号）のトンネル
が顔を出しました。
この東海環状自動車道は、名古屋市から半径30～40㌔㍍圏内に位置する愛知、

岐阜、三重3県の主要な都市を結ぶ道で、町内を通る初めての高速道となります。
また、川辺町石神から美濃加茂市太田町を結ぶ国道41号美濃加茂バイパスは、

美濃加茂市内で一部暫定2車線で通行が開始されており、現在町内においても用
地取得事業などが進められています。
今回は、東海環状自動車道と国道41号美濃加茂バイパスの目的や、事業計画な

どを紹介します。
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下川辺での建設現場



東
海
環
状
自
動
車
道
は
総
延
長

1
6
0

、
設
計
速
度
時
速

1
0
0

、
幅
員
23
・
5

の
4

車
線
道
路
で
、
愛
知
、
岐
阜
、
三

重
3
県
の
豊
田
、
瀬
戸
、
多
治
見
、

美
濃
加
茂
、
岐
阜
、
大
垣
、
四
日

市
な
ど
の
各
都
市
を
環
状
に
連
絡

し
ま
す
。
ま
た
東
名
・
名
神
高
速

道
路
、
中
央
自
動
車
道
、
東
海
北

陸
自
動
車
道
な
ど
の
高
速
道
路
や

名
古
屋
圏
の
自
動
車
専
用
道
路
な

ど
と
広
域
的
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を

形
成
す
る
高
速
道
で
も
あ
り
、
一

般
国
道
の
自
動
車
専
用
道
路
と
し

て
整
備
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

期
待
さ
れ
る
東
海
環
状
自
動
車
道

の
主
な
役
割
は
次
の
と
お
り
で

す
。

●
車
の
流
れ
を
ス
ム
ー
ズ
に

郊
外
か
ら
都
心
部
へ
の
交
通

を
分
散
化
さ
せ
、
都
市
の
渋
滞

を
解
消
・
緩
和
さ
せ
ま
す
。

災
害
時
に
お
け
る
緊
急
輸
送

路
、
集
中
工
事
時
の
迂
回
路
と

し
て
重
要
な
役
割
も
担
い
ま

す
。

●
所
要
時
間
の
短
縮

名
古
屋
か
ら
30
〜
40

圏

の
各
都
市
や
、
名
古
屋
港
、
四
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東
海
環
状
自
動
車
道
の
目
的

美濃加茂市　L=4.8km 美濃加茂市 L=2.0km

川辺町
L=0.6km

縦

断

図

①美濃・関ジャンクション
②美濃加茂インターチェンジ
③豊田東ジャンクション

事業計画
事業実施機関：国土交通省・日本道路公団
事 業 名：東海環状自動車道
設計速度：100km／h
車 線 数：4車線（暫定2車線）
事業化年度：平成元年

①

②

③

●
迂う

回
路
と
し
て
の
機
能
も



な
か
で
も
ト
ン
ネ
ル
部
分
は
、

美
濃
加
茂
市
山
之
上
か
ら
下
川
辺

ま
で
の
長
さ
6
3
7

で
、
機
械

掘
削
に
よ
り
工
事
が
進
め
ら
れ
残

す
と
こ
ろ
80

と
な
り
、
5
月
中

旬
に
顔
を
出
し
ま
し
た
。

町
内
で
の
工
事
は
、
平
成
17
年

度
の
通
行
開
始
を
目
指
し
建
設
工

事
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

東
海
環
状
自
動
車
道
が
開
通
す

る
と
、
美
濃
加
茂
市
蜂
屋
地
内
に

建
設
さ
れ
て
い
る
美
濃
加
茂
イ
ン

タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
が
川
辺
町
か
ら
最

も
近
い
出
入
り
口
と
な
り
ま
す
。

こ
の
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
に
は
、

サ
ー
ビ
ス
エ
リ
ア
が
設
置
さ
れ
る

ほ
か
、
隣
に
は
高
速
道
か
ら
も
直

接
立
ち
寄
れ
る
県
営
「
平
成
記
念

公
園
」
が
整
備
さ
れ
ま
す
。
こ
の

公
園
に
は
、
山
・
川
・
海
な
ど
の

恵
み
を
受
け
な
が
ら
、
自
然
と
共

存
し
暮
ら
し
て
い
た
昭
和
30
年
代

前
半
ま
で
の
山
里
を
再
現
す
る

「
日
本
昭
和
村
」
も
造
ら
れ
ま
す
。

当
時
の
風
俗
文
化
等
を
体
験
し
な

が
ら
、
昭
和
初
期
へ
の
タ
イ
ム
ス

リ
ッ
プ
が
楽
し
め
ま
す
。
公
園
の

オ
ー
プ
ン（
一
部
）は
平
成
15
年
度

中
の
予
定
で
す
。
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日
市
港
、
中
部
国
際
空
港
な
ど

の
物
流
拠
点
を
連
結
し
、
所
要

時
間
を
短
縮
。
地
域
間
交
通
の

利
便
性
を
向
上
し
ま
す
。

東
海
環
状
自
動
車
道
の
東
周
り

と
な
る
美
濃
・
関
J
・
C
・
T（
東

海
北
陸
自
動
車
道
と
の
ア
ク
セ

ス
）か
ら
豊
田
東
J
・
C
・
T
ま
で

の
約
73

の
区
間
は
、
愛
知
万

博
や
中
部
国
際
空
港
開
港
の
際
の

ア
ク
セ
ス
道
路
と
し
て
2
0
0
5

年（
平
成
17
年
）ま
で
の
完
成
、
開

通
を
目
指
し
工
事
が
進
め
ら
れ
て

い
ま
す
。

川
辺
町
内
通
過
区
間
は
、
下
川

辺
の
幕
引
山
か
ら
、
飛
騨
川
対
岸

の
下
米
田
へ
抜
け
る
間
の
約
6
0

0
�
で
、
全
て
高
架
で
建
設
さ
れ

ま
す
。

川
辺
町
内
で
進
め
ら
れ
て
い
る

東
海
環
状
自
動
車
道
の
工
事
は
、

ト
ン
ネ
ル
部
分（
請
負
者：

東
急
建

設
㈱
）、
高
架
部
分
長
さ：

2
9

6
（
請
負
者：

金
子
工
業
㈱
）、
橋

梁
部
分（
請
負
者：

西
濃
建
設
㈱
）

の
3
つ
に
分
け
ら
れ
工
事
が
進
め

ら
れ
て
い
ま
す
。

進
捗
状
況

町
内
で
の
工
事
状
況

美
濃
加
茂

イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ

美濃加茂I.C.内見学施設

美濃加茂I.C.全域を見渡せる見学施
設を整備しました。工事に伴い伐採し
た樹木や建設廃材等を活用したリサイ
クル型の施設となっておりますので、
お気軽にお立ち寄りください。

美濃加茂I.C.

東
海
環
状
自
動
車
道

平成記念公園エリア

至川辺方面

国道418号

国道41号
美濃加茂バイパス

東海環状自動車道・41号美濃加茂バイパス
美濃加茂I.C.周辺完成予想イメージ図（美濃加茂市蜂屋地内）

顔
を
出
し
た
東
海
環
状
自
動
車
道

所要時間の短縮



川
辺
町
内
を
南
北
に
縦
断
す
る

国
道
41
号
線
は
、
名
古
屋
市
を
起

点
と
し
犬
山
市
、
美
濃
加
茂
市
、

高
山
市
を
経
て
富
山
市
に
至
る
延

長
約
2
5
0

の
主
要
幹
線
道

路
で
、
東
海
地
方
と
北
陸
地
方
を

結
ぶ
重
要
な
道
路
で
す
。

美
濃
加
茂
市
内
は
、
国
道
41
号

線
の
ほ
か
21
号
、
2
4
8
号
な
ど

の
国
道
が
集
中
す
る
交
通
の
要
所

と
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
交

通
量
も
増
加
の
一
途
を
た
ど
り
、

輸
送
ト
ラ
ッ
ク
な
ど
の
通
過
交
通

と
、
通
勤
や
買
い
物
な
ど
の
地
域

交
通
が
重
な
り
、
渋
滞
が
日
常
化

し
、
幹
線
道
路
と
し
て
の
機
能
が

低
下
し
て
い
ま
す
。

こ
の
た
め
、
交
通
混
雑
の
緩
和
、

生
活
環
境
の
改
善
、
地
域
開
発
の

促
進
を
図
る
た
め
国
道
41
号
美
濃

加
茂
バ
イ
パ
ス（
以
下
「
美
濃
加

茂
バ
イ
パ
ス
」
と
い
う
。）が
計
画

さ
れ
ま
し
た
。

美
濃
加
茂
バ
イ
パ
ス
は
昭
和
49

年
に
事
業
に
着
手
。
国
道
41
号
名

濃
バ
イ
パ
ス
と
接
続
す
る
美
濃
加

茂
市
太
田
町
か
ら
同
市
山
之
上
を

通
り
、
川
辺
町
石
神
地
内
の
新
山

川
橋
西
側
の
国
道
41
号
に
至
る
総

延
長
9
・
4
�
�
の
道
路
で
、
東
海

環
状
自
動
車
道
美
濃
加
茂
イ
ン

タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
へ
の
ア
ク
セ
ス
道
路

と
し
て
の
役
割
も
果
た
し
ま
す
。

太
田
町
か
ら
山
手
線
ま
で
の

1
・
2

を
平
成
2
年
3
月
に

暫
定
2
車
線
で
供
用
開
始
。
続
い

て
平
成
13
年
4
月
に
は
美
濃
加
茂

イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
ま
で
の
区
間

2
・
5

が
暫
定
2
車
線
で
通

行
可
能
と
な
り
ま
し
た
。
引
き
続

き
川
辺
町
石
神
ま
で
の
区
間
に
つ

い
て
延
長
工
事
が
行
わ
れ
ま
す
。

平
成
13
年
2
月
か
ら
建
設
予
定

地
の
用
地
取
得
を
開
始
し
、
平
成

13
年
度
末
ま
で
に
予
定
地
の
約
50

�
を
取
得
し
ま
し
た
。
残
り
の
用

地
に
つ
い
て
も
、
平
成
16
年
度
末
を

め
ど
に
用
地
取
得
を
完
了
し
よ
う

と
、
地
権
者
の
方
の
ご
理
解
を
得

な
が
ら
事
業
を
進
め
て
い
ま
す
。

道
路
建
設
工
事
は
全
線
の
用
地

取
得
完
了
後
、
平
成
17
年
度
か
ら

取
り
か
か
る
予
定
で
す
。
現
段
階

で
は
、
平
成
17
年
度
に
工
事
着
手

し
、
平
成
19
年
度
末
ま
で
に
工
事

を
完
了
さ
せ
、
通
行
可
能
に
す
る

予
定
で
す
。

町
内
を
走
る
美
濃
加
茂
バ
イ
パ

ス
は
ほ
と
ん
ど
が
高
架
と
な
り
ま

す
。
そ
の
た
め
、
上
下
線
へ
の
乗

り
入
れ
が
で
き
る
の
は
、
国
道
41

号
と
の
合
流
部
分
と
な
る
新
山
川

橋
前
の
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ（
左
図
中

①
）及
び
中
川
辺
大
北
地
内
の
県
道

美
濃
川
辺
線
と
の
交
差
部（
左
図
中

②
）の
2
箇
所
の
み
と
な
り
ま
す
。

ま
た
、
美
濃
加
茂
バ
イ
パ
ス
は

設
計
速
度
80
�
�
の
道
路
で
、
石

神
の
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
か
ら
山

手
線
と
の
交
差
点
ま
で
の
間
に
信

号
機
は
設
置
さ
れ
ま
せ
ん
。

・
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
イ
ー
ク
や
お
盆
、

ス
キ
ー
シ
ー
ズ
ン
な
ど
に
発
生

す
る
国
道
41
号
の
渋
滞
緩
和

・
東
海
環
状
自
動
車
道
美
濃
加
茂

イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
へ
の
ア
ク

セ
ス
時
間
の
短
縮

・
美
濃
加
茂
市
、
名
古
屋
方
面
へ

の
所
要
時
間
の
短
縮

今
後
、
用
地
取
得
後
の
管
理
や

工
事
な
ど
で
、
ご
迷
惑
を
お
か
け

す
る
事
と
な
り
ま
す
が
、
早
期
工

事
着
手
、
開
通
の
た
め
、
皆
さ
ん

の
ご
理
解
・
ご
協
力
を
お
願
い
い

た
し
ま
す
。
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バ
イ
パ
ス
建
設
の
目
的

町
内
で
の
進
捗
状
況

事
業
計
画
と

現
在
ま
で
の
進
捗
状
況

バ
イ
パ
ス
へ
の

乗
り
入
れ
な
ど

バ
イ
パ
ス
開
通
で

期
待
さ
れ
る
効
果

計画概要
事 業 名 一般国道41号　美濃加茂バイパス
起 終 点 （自）岐阜県美濃加茂市太田町

（至）岐阜県加茂郡川辺町石神
事業延長 9.4km
構造規格 第3種　第1級
設計速度 80km/h
標準幅員 W＝25m 4車線

お問い合わせ　　◆岐阜国道工事事務所　調査課
TEL 058-271-9815 FAX 058-271-9821
◆役場基盤整備課　TEL 53-2511（内線256）

国
道
41
号
美
濃
加
茂
バ
イ
パ
ス
事
業
も

進
ん
で
い
ま
す

国
道
41
号
美
濃
加
茂
バ
イ
パ
ス
事
業
も

進
ん
で
い
ま
す

4車
線

25
M
4車
線

（
25
M
）

国
道
41
号
美
濃
加
茂
バ
イ
パ
ス
線

国
道
41
号

②

①

東海環状自動車道（23.5M）
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今年で 5回目となる、川辺中学校1年生のボート体験学習が漕艇場
で行われました。
当日は1年生144名が、町内のボート経験者の指導のもと、救命具

を付け「ナックルフォア」と呼ばれる5人乗りボートを使用し、オー
ルの漕ぎ方など学びました。また八百津高校ボート部員らによるエル
ゴメーター体験学習も同時に行われました。

東小学校4年生児童33名が、総合的
な学習の時間を利用し、学校近くを流
れる飛騨川をテーマに「飛騨川探検隊」
をつくり年間を通して活動しています。
今月は、「水と暮らし」を学習のテーマ
に比久見地内の水田で田植え作業を行
いました。泥田に入った児童らは、水
田を貸していただいた牧田富朗さん
（比久見）の指導のもと1人約10平方メ
ートルを担当して苗を植えていきまし
た。秋には稲刈りも行います。

ボートに挑戦

総合学習の一環

5
29

（水）

6
3

（月）

寄 付・寄 贈

◎
寄
付
・
寄
贈

―
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
す
―

《
社
会
福
祉
協
議
会
へ
》

佐
伯
定
信

様

…
…
５
０
、０
０
０
円

大
脇
カ
ラ
オ
ケ
教
室

様

…
…
２
３
、５
７
０
円

飛
騨
川
セ
ッ
コ
ク
保
存
会

代
表

長
尾

武

様

…
…
１
０
、９
５
１
円

高
木

様

…
…
お
盆
た
く
さ
ん

田
原
浩
子

様
…
…
車
イ
ス

社
会
福
祉
に
役
立
て
て
く

だ
さ
い
と
、
寄
付
・
寄
贈
を

し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
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鹿塩中部地区集落の皆さんにより、耕作放棄地の防止活動とし
て農用地・水路周りの草刈りや景観形成などを目的に農地の畦

あぜ

と
水路周りの草刈りや、約500鉢の花植え作業が行われました。そ
の後、鹿塩地区の子供と一緒に「ホタルの里探検隊」として、笹
洞川でホタルの幼虫の餌

えさ

となるカワニナの生息状況や、メダカ、
オイカワ、ザリガニなどの観察を行いました。子供たちは、捕ま
えた小魚などについて同行した「川辺自然とふれあう会」の栗山
圀彦さんにいろいろ質問していました。
6月8日には、鹿塩公民館でホタル観察会が開催され、55名の

参加者が集まりホタルの生態について学んだ後、笹洞川でホタル
の光を楽しみました。

第46回加茂郡体育大会が白川町、東白川村
をメイン会場として開催されました。今大会
は、16競技34種目で行われ、各競技会場で
は熱戦が繰り広げられました。
川辺町から出場の各種 3 位までの成績と、

町村別総合成績は次のとおりです。

総合成績 優勝 坂祝町　　準優勝 八百津町　　3位 川辺町
各種目成績
バレーボール　　一般男子　　 3位 バスケットボール　　一般男子　 2位
ソフトボール　　レディース　優勝　　　バドミントン　　　　一般男子　優勝

一般男子　　 2位 一般女子　優勝
壮年男子　　 3位 ソフトバレーボール　一般の部　優勝
実年男子　　 3位 クレー射撃 3位

軟式野球　　　　一般の部　　 3位
壮年の部　　 3位

加茂郡体育大会6
2

（日）

第一保育園の園児193人が西栃井にある堀江直
行さんの畑を借りてサツマイモの苗を植えました。
この日は、民生委員の岡本伊藏さんや西栃井福寿
会の皆さんに、苗の植え方を教えてもらいながら、
畝
うね

ごとに並んで楽しそうに作業していました。

サツマイモをつくろう！5
29

（水）

里山を守る集落
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昨
今
の
高
齢
者
の
大
変
な
増
加

は
、
年
々
社
会
構
成
の
一
大
勢
力

と
な
り
、
経
験
豊
か
な
良
識
集
団

で
あ
る
老
人
ク
ラ
ブ
の
動
向
は
、

ま
さ
に
世
間
を
ゆ
り
動
か
し
て
い

く
も
と
と
な
っ
て
来
て
い
る
。

わ
れ
わ
れ
は
高
齢
者
の
中
で
、

元
気
で
大
半
を
占
め
て
い
る
だ
け

に
、
老
人
ク
ラ
ブ
は
任
意
加
入
の

ク
ラ
ブ
集
団
の
み
で
な
く
て
、
地

域
に
根
ざ
し
地
域
こ
ぞ
っ
て
加
入

活
動
す
る
、
地
域
集
団
で
な
け
れ

ば
な
ら
な
く
な
っ
て
き
た
。
都
市

部
農
村
部
そ
れ
ぞ
れ
に
応
じ
て
。

わ
れ
わ
れ
高
齢
者
が
、
自
ら
の

長
寿
と
健
康
や
楽
し
み
の
み
に
、

明
け
暮
れ
す
る
こ
と
を
生
き
が
い

と
し
て
、
国
や
世
相
の
動
向
や
、

地
域
の
事
情
や
問
題
に
無
関
心
で

あ
る
こ
と
を
よ
し
と
す
る
、
消
極

的
老
化
傾
向
を
大
い
に
反
省
せ
ね

ば
な
ら
な
い
。
時
代
は
変
わ
っ
た
。

世
相
の
は
げ
し
さ
は
、
五
十
代

迄
は
仕
事
と
生
活
に
疲
れ
さ
せ
、

や
っ
と
心
身
に
余
裕
を
持
っ
て
身

辺
を
見
ま
わ
せ
る
の
が
わ
れ
わ
れ

の
世
代
で
あ
る
。
地
域
社
会
の
生

活
で
、
常
に
健
全
な
生
活
へ
の
常

識
や
世
論
を
醸
成
し
、
地
域
の
子

供
を
共
同
で
育
て
な
が
ら
、
地
域

連
帯
感
を
培
っ
て
い
く
大
き
な
役

割
の
あ
る
こ
と
を
再
認
識
し
た
い
。

こ
の
ご
ろ
現
代
中
国
の
道
徳
教

育
副
読
本「
新
三
字
経
」の
訳
本
を

入
手
し
た
。
中
国
の
古
典
か
ら
伝

統
的
な
倫
理
思
想
を
、
中
国
の
現

代
社
会
に
適
合
す
る
よ
う
改
編

し
、
全
人
民
に
道
徳
の
徹
底
を
、

熱
烈
に
呼
び
か
け
て
い
る
。
戦
後

日
本
は
自
由
と
平
和
の
民
主
社
会

の
建
設
に
総
力
を
あ
げ
、
見
事
再

建
を
果
た
し
た
。
経
済
大
国
繁
栄

後
に
来
た
反
動
の
中
、
物
に
溺
れ

た
心
の
問
題
、
戦
後
の
大
き
な
忘

れ
物
、
道
徳
的
観
念
や
倫
理
意
識

の
欠
如
に
誰
も
が
眉
を
ひ
そ
め
て

い
る
。

今
日
の
あ
ま
り
に
も
ひ
ど
い
事

件
の
連
続
は
、
敢
え
て
こ
こ
に
列

挙
す
る
い
と
ま
が
な
い
。

法
に
ふ
れ
な
け
れ
ば
悪
い
事
で

な
い
と
、
傲
然

ご
う
ぜ
ん

と
胸
を
は
っ
て
生

き
る
紳
士
の
姿
が
あ
た
り
ま
え
に

な
り
つ
つ
あ
る
。

日
本
絵
本
大
賞
に
輝
く
「
し
ら

ん
ぷ
り
」
の
心
根
こ
そ
、
不
道
徳

を
の
さ
ば
ら
せ
る
、
わ
れ
わ
れ
の

心
の
中
に
あ
る
元
兇
と
も
い
え
る
。

幸
い
岐
阜
県
は
、
真
面
目
に
し

て
健
全
な
県
民
性
を
堅
持
し
て
い

る
。
打
て
ば
響
く
故
郷
な
の
で
あ

る
。
わ
れ
わ
れ
老
人
が
新
世
紀
を

迎
え
て
、
あ
ら
た
め
て
声
を
大
に

し
て
、
世
な
お
し
・
人
間
な
お

し
・
倫
理
道
徳
観
念
の

揚
を
叫

ん
で
は
ど
う
で
あ
ろ
う
か
。

わ
れ
わ
れ
は
、
昔
あ
っ
た
「
部

落
の
御
意
見
番
」
と
ま
で
は
い
か

な
く
て
も
、
町
内
で
問
題
の
人
は

大
人
と
い
わ
ず
子
供
と
い
わ
ず
、

意
見
し
て
や
る
親
身
の
情
と
勇
気

を
敢
え
て
持
っ
て
い
き
た
い
。

道
徳
や
倫
理
性
に
裏
う
ち
さ
れ

た
良
識
溢
れ
品
格
高
い
「
ぎ
ふ
人
」

の
ふ
る
さ
と
を
、
こ
の
美
し
い
飛

山
濃
水
に
よ
み
が
え
ら
せ
た
い
。

ま
さ
に
「
俺
た
ち
が
や
ら
ず
し

て
誰
が
や
る
」
で
な
か
ろ
う
か
。

中
川
辺
第
四
福
寿
会

小
森
真
太
郎

髪
の
毛
の
や
わ
や
わ
と
し
て
み
ど
り
児
は

何
夢
み
る
や
か
す
か
な
る
笑
み

長
瀬

宗
子

昨
日
を
謝
し
今
日
を
新
た
に
祈
り
置
き

心
軽
く
し
て
一
日
を
始
む

山
田

志
ま

水
温
む
さ
庭
に
遊
ぶ
幼
な
等
の

赤
き
バ
ケ
ツ
も
弾
ん
で
見
ゆ
る

赤
坂
富
美
子

そ
れ
ぞ
れ
を
主
張
す
る
か
に
蓮
根
の

穴
か
ら
の
ぞ
く
人
間
模
様

紅
谷

茂

隣
り
家
の
幼
な
の
友
は
背
伸
び
し
て

ブ
ザ
ー
押
し
小
さ
き
そ
の
指

肥
田

節
子

汚
染
な
き
島
に
海
水
押
寄
せ
る

そ
の
国
ツ
バ
ル
地
球
儀
に
探
す

松
岡

久
美

帰
省
せ
し
孫
の
い
つ
に
な
き
饒
舌
に

夕
餉
る
く
こ
よ
な
く
旨
し

横
山

寿
子

若
葉
か
げ
宙
に
愉
し
さ
ぶ
ら
さ
げ
て

蓑
虫
遅
遅
と
移
動
し
始
む

岩
井
三
千
代

こ
ぬ
か
雨
降
り
つ
ぐ
朝
静
ま
り
て

廻
る
地
球
の
鼓
動
を
聞
け
り

山
田

君
子

帰
り
来
て
「
堀
り
出
し
物
よ
」
と
自
賛
す
る

陶
器
祭
り
は
う
た
か
た
の
夢

遠
藤

正
枝

遺
伝
子
を
た
ど
り
て
い
け
ば
は
る
か
な
る

我
の
元
祖
は
オ
ラ
ウ
ー
タ
ン
か

遠
藤

豊

う
ぶ
す
な
の
大
杉
の
下
で
曽
孫
と
撮
る
は

遺
影
と
な
る
や
と
頭
を
よ
ぎ
る

渡
辺

節
夫

二
千
年
を
埋
も
れ
し
闇
か
と
勾
玉
の

小
さ
き
穴
の
神
秘
を
の
ぞ
く
（
ポ
ン
ペ
イ
展
）
垣
下

博
子

通
園
バ
ス
白
一
色
の
更
衣

寺
田

島
子

鴨
足
草
二
弁
の
変
種
見
出
せ
り

土
屋

正
子

麦
熟
る
る
大
野
盆
地
に
入
り
て
よ
り

佐
伯
美
千
代

瓜
揉
ん
で
ひ
た
す
ら
悲
し
み
忘
じ
を
り

名
倉

晃
子

麦
秋
や
真
亜
子
の
描
く
画
展
見
る

渡
辺

紀
子

音
立
て
て
散
る
百
幹
の
竹
落
葉

村
山

智
一

摩
周
湖
を
見
下
ろ
す
峠
山
背
吹
く

交
告

年
夫

太
宰
忌
や
「
人
間
失
格
」
読
み
返
す

若
井

国
光

紫
陽
花
や
山
の
ホ
テ
ル
の
道
し
る
べ

木
沢

信
夫

炎
天
へ
貸
車
一
両
を
突
き
放
つ

馬
場

周
一

本
坊
の
円
座
涼
し
く
積
ま
れ
け
り

矢
田
鹿
苑
子

艶
零
す

締
め
る
博
多
も
生
き
て
居
る

野
中
鈴
の
音

青
嵐

葉
裏
返
し
て
山
動
く

大
脇

彩
花

吹
雪

冬
山
孫
の
無
事
祈
る

加
藤

瓢
岳

熱
い
仲

一
途
の
胸
を
燃
や
し
合
う

桜
井

稲
垂

片
割
月

餅
搗
く
兎
見
当
ら
ぬ

平
野

素
浪

ぞ
ろ
ぞ
ろ

マ
マ
の
散
髪
出
来
悪
い

水
野

智
促

片
割
月

名
残
る
夜
空
に
弦
淡
い

井
戸

徴
水

ぞ
ろ
ぞ
ろ

ガ
イ
ド
の
旗
に
人
う
ね
る

加
藤

鳳
洋

道
遙
か

人
生
亀
の
歩
を
刻
む

桜
井

月
掌

熱
い
仲

冷
め
た
炬
燵
で
湯
気
立
て
る

水
野

悠
邦

ぞ
ろ
ぞ
ろ

イ
ベ
ン
ト
会
場
列
続
く

井
戸

墨
水

道
遙
か

極
め
る
禅
の
奥
深
い

加
藤

杏
呂

ぞ
ろ
ぞ
ろ

蟻
は
地
獄
へ
糧
運
ぶ

木
沢

鶴
女

片
割
月

今
宵
鳴
く
虫
声
細
い

矢
島

倉
人

ぞ
ろ
ぞ
ろ

花
火
見
る
客
後
続
く

遠
藤

靜
香

5月中の届出

※住民票を基準に掲載［掲載を希望され
る方は、届け出（戸籍届出・証明書請求な
ど）の際に住民課窓口に申し出ください。］
※敬称略

上川辺 武　市　晃　可
＝中川辺　　　渡　 真　喜

石　神　　神　谷　有　紀
＝可児市　　　末　次　伸　章

西栃井　　亀　井　　聡
＝西栃井　　　山　口　かんな

西栃井　　福　田　志　信
＝瑞浪市　　　古　田　憲　司

西栃井　　吉　川　友　理
＝岐阜市　　　篠　田　信　彦

下川辺　　座　間　紀　子
＝関　市　　　千　葉　聖　一

比久見　　 木　由　美
＝愛知県　　　河　合　濃　実

比久見　　 岡　　実
＝美濃加茂市　片　桐　純　美

石　神　　加　藤　さき子　73歳　信儀　
中川辺　　垣　下　　敦　　55歳　本人　
中川辺　　渡　辺　行　道　84歳　康彦
西栃井　　橋　本　辰　子　62歳　貞男
下川辺　　桜　井　幸　博　83歳　本人

結　婚

上川辺　　長　山　涼　奈
す ず な

武 士　 女

石　神　　大　生　竜　万
り ゅ う ま

宏 男

石　神　　志　知　隼　人
は や と

利 彦　 男

石　神　　平　岡　大　河
た い が

和 訓　 男

西栃井　　日下部　愛　梨
あ い り

信 人　 女

下川辺　　内　村　磨弥斗
ま や と

富 雄　 男

下川辺　　木　下　瑛　水
え い み

仁 司　 女

出　生

（左から地区・死亡者・年齢・世帯主の順）

（左から地区・出生児・保護者・性別の順）

死　亡

人口……11,173人　（77減）
男……… 5,514人　（25減）
女……… 5,659人　（52減）
世帯数… 3,433世帯（ 4増）

6/1現在（カッコ内は前年同月比）

人の動き

7月1日～7月31日までは

事故で大量に出血した時、大きな手術が必要な時、血友病など先天
的な病気で生まれつき血液成分が足らない人の、命を救うためには、
どうしても人から得られた血液を補充しなければ命に重大な影響がお
よぶことがあります。
血液が必要な人にいつでも血液を十分に確保しておくためには、絶
えず誰かが献血していなければいけません。岐阜県では「献血は少し
の勇気と思いやり」を合い言葉に県民みなさんに呼びかけています。
平成１３年度岐阜県全体では、９３，２６５人の協力により県内で
必要な血液を、県内の献血で確保することができました。川辺町では
５会場で１８７人の方にご協力いただきました。
今年度は下記のとおり献血を予定しています。「少しの勇気と思いや

り」を持ってご協力をお待ちしています。

平成１４年度移動献血車予定（川辺町内）
月 日

種類 全 血 献 血

２００mL献血 ４００mL献血 血小板献血 血漿献血

１６歳～６９歳

男子４５kg以上
女子４０kg以上

※成分献血とは、血液中の血小板あるいは血漿といった成分だけを採血する方法です。

男・女とも
５０kg以上

男子４５kg以上
女子４０kg以上

男子４５kg以上
女子４０kg以上

１８歳～６９歳 １８歳～５４歳 １８歳～６９歳

成 分 献 血

年 齢

体 重

事項

H１４・８ ・１（木） １１：００～１３：００
１４：００～１６：３０

川辺カヤバ
日本情報用紙化工

１１・２１（木） １０：００～１２：００
１３：００～１６：００

保健センター前
保健センター前

H１５・２・１０（月） １０：００～１２：００
１３：００～１６：００

（お問い合わせ）川辺町保健センター TEL53-2511（内線210・217）

保健センター前
保健センター前

時 間 場 所

こ
う
よ
う
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⑥
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市
と
町
村
で
は
行
政
の
組
織
や
、

そ
の
権
限
に
つ
い
て
い
く
つ
か
の

違
い
が
あ
り
ま
す
。

組
織
面
と
し
て
は
、
市
の
場
合

は
必
ず
福
祉
事
務
所
を
設
置
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
や
議
会
議

員
の
定
数
な
ど
に
違
い
が
あ
り

ま
す
。

権
限
の
面
に
お
い
て
は
児
童
福

祉
、
老
人
福
祉
、
生
活
保
護
等
の

社
会
福
祉
関
係
の
事
務
な
ど
に
お

い
て
市
の
権
限
は
強
化
さ
れ
て
お

り
町
村
と
は
大
き
く
異
な
り
ま
す
。

今
回
は
市
と
町
村
と
の
制
度
上
の
違
い
や
、
市
で
も
大
き
さ

に
よ
る
違
い
、
人
口
が
多
く
な
る
こ
と
に
よ
る
サ
ー
ビ
ス
の
違

い
な
ど
に
つ
い
て
考
え
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

本
来
は
人
口
５
万
人
以
上
で
、

な
お
か
つ
一
定
の
市
街
化
要
件
を

満
た
し
た
場
合
に
市
に
な
り
ま
す
。

し
か
し
特
例
に
よ
り
、
平
成
１６

年
３
月
３１
日
ま
で
に
合
併
し
た
場

合
は
３
万
人
、
平
成
１７
年
３
月
３１

日
ま
で
に
合
併
し
た
場
合
は
４
万

人
で
市
と
な
る
こ
と
と
さ
れ
て
い

ま
す
。

ま
た
市
の
人
口
が
減
っ
て
基
準

以
下
に
な
っ
て
も
、
町
村
に
戻
る

こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

市
町
村
合
併
な
ん
で
も
情
報

そ
の
⑥

〜
市
町
村
合
併
Ｑ
＆
Ａ（
ま
ち
の
大
き
さ
に
よ
る
違
い
）
〜

市町村合併についてのご意見は
メールアドレス・・kawabe@kb3.so-net.ne.jp

ホームページ内町民掲示板（BBS）・・
http//www.kawabe-gifu.jp

町長への手紙（用紙は自由）・・
役場、中央公民館、下麻生支所、B&G海
洋センター、やすらぎの家にポストが設
置してあります。

役場経営管理課・℡ 53－2511（内線222）

Ｑ
市
と
町
村
の
違
い
は

Ｑ
何
人
以
上
に
な
っ
た
ら
市

に
な
れ
る
の

先
ほ
ど
考
え
た
よ
う
に
市
に
な

っ
た
り
、
市
で
も
人
口
に
応
じ
て

権
限
が
異
な
る
た
め
に
、
人
口
が

多
く
な
る
に
し
た
が
っ
て
提
供
で

き
る
サ
ー
ビ
ス
の
種
類
は
多
く
な

る
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

ま
た
人
口
が
多
く
な
る
と
、
こ

れ
ま
で
一
人
の
職
員
が
い
く
つ
も

の
サ
ー
ビ
ス
を
兼
務
し
て
い
た
の

が
一
つ
の
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て
の

専
任
職
に
な
っ
た
り
、
場
合
に

よ
っ
て
は
多
く
の
職
員
で
一
つ
の

Ｑ
人
口
が
多
く
な
る
と
行
政

サ
ー
ビ
ス
は
変
わ
る
の

行
政
経
費
の
面
か
ら
見
れ
ば
お

お
む
ね
そ
の
よ
う
な
傾
向
に
あ
り

ま
す
。

国
が
行
っ
て
い
る
行
政
の
統
計

な
ど
で
調
べ
て
み
る
と
、
人
口
が

多
く
な
る
に
し
た
が
っ
て
住
民
一

人
当
た
り
の
行
政
経
費
が
急
激
に

少
な
く
な
り
、
約
人
口
１８
万
人
程

度
で
最
も
少
な
く
な
り
ま
す
。

た
だ
し
そ
れ
を
超
え
る
と
緩
や

か
で
は
あ
り
ま
す
が
再
び
増
加
す

る
傾
向
に
あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
人

口
が
多
く
な
る
に
つ
れ
て
権
限
が

大
き
く
な
り
、
提
供
す
べ
き
サ
ー

ビ
ス
が
増
加
す
る
こ
と
に
よ
る
も

の
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

Ｑ
人
口
が
多
い
ほ
ど
行
政
の

効
率
が
い
い
っ
て
ほ
ん
と

Ｑ
市
に
も
い
ろ
ん
な
種
類
が

あ
る
の

実
は
市
も
大
き
さ
に
よ
っ
て
種

類
が
あ
り
、
そ
の
権
限
な
ど
に
も

違
い
が
あ
り
ま
す
。

サ
ー
ビ
ス
を
処
理
す
る
よ
う
に
な

り
ま
す
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
よ
り

習
熟
し
た
職
員
に
よ
る
サ
ー
ビ
ス

の
提
供
が
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
な

り
ま
す
。

人
口
規
模
等

50
万
人
以
上
で
政

令
で
定
め
る
も
の

名

称

指
定
都
市

30
万
人
以
上
で
一

定
面
積
以
上

中
核
市

20
万
人
以
上
で
政

令
で
定
め
る
も
の

特
例
市

5
万
人
以
上（原

則
）
市（

普
通
の
市
）

与
え
ら
れ
る
権
限
な
ど
の
違
い

・
民
生
、
保
健
衛
生
、
都
市
計
画
な
ど
に
関
す
る

事
務
に
お
い
て
都
道
府
県
に
替
わ
っ
て
処
理

す
る
権
限

・
行
政
監
督
は
国
が
直
接
行
う

・
区
の
設
置
が
で
き
る

・
福
祉
、
民
生
、
保
健
環
境
な
ど
の
行
政
の
う
ち

住
民
生
活
に
密
着
し
た
部
分
に
お
い
て
指
定

都
市
に
準
じ
た
権
限

・
保
健
所
の
設
置
な
ど

・
一
定
の
分
野
に
お
い
て
中
核
市
に
準
じ
た
権
限

・
市
制
の
施
行

・
福
祉
事
務
所
の
設
置
な
ど
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～わたしの主張２００２～
第21回 川辺町青少年主張大会第21回 川辺町青少年主張大会第21回 川辺町青少年主張大会

技術を競う町消防繰法大会

６月９日（日）、町中央公民館大ホールで、川辺町青少年の主張大会が開催されました。
この大会は、１９７９年の国際児童年を契機に全国的に始まり、町では今回で２１回目を迎えました。
今年は、「社会や世界に向けての意見、未来への希望や提案」・「家庭、

学校生活、社会（地域活動）及び身の回りや友達との関わり」・「テレビや
新聞などで報道されている少年の問題や社会の様々なできごとに対する
意見や感想、提言」の３つをテーマに各小学校から８名、中学校から４
名の児童と生徒が参加しました。
出場者は、今回のテーマに関し、普段の生活の中で体験したこと、感

動したこと、怒りを覚えたことなど感情表現豊かに、自分たちの言葉で
主張しました。
発表者 （敬称略：発表者順）

【小学生の部】
名　前　　　　　　　　題　　　　　　　　　　　　

１吉田　衣里　「親子の関係について私が思うこと」
西小学校６年

２安江　帆波　「私の夢」 東小学校６年
３松井　美純　「自然や未来を守る川辺町」

西小学校５年
４江口奈菜子　「最高学年として」 北小学校６年
５井島奈津子　「ごめんねチャビ」 西小学校５年
６佐伯　佳優　「本と出会って」

東小学校６年　最優秀賞
７桜井　　舞　「気づかなかったこと」

西小学校６年　優秀賞
８馬場　彩子　「動物の命を大切に」 北小学校６年

【中学校の部】
名　前 題　　　　　　　　　　　

１伊藤ノブアキ 「自分を見つめて」
川辺中学校２年 優秀賞

２青山　まり　「川辺の豊かな自然を残したい」
川辺中学校２年

３渡邉美由紀　「本当に悲しいことは・・・」
川辺中学校２年 最優秀賞

４田原有香理　「くり返される虐待」
川辺中学校２年

中学校の部の最優秀賞受賞者の渡邉美由紀さんは、
８月７日（水）に恵那文化センターで開催される、第
２４回少年の主張岐阜県大会可茂地区選考会に、川辺
町代表として推薦されます。

この繰法ってあまり聞きなれないことばですね。消防活動の最も大切な役割のなかに「火事を消す」という重要
な消火活動があります。ホースを伸ばしたり、つないだり、水を出したりという基本的な操作方法を略して繰法と
いいます。「消防繰法大会」は、この操作方法を競技化して、いかに早く、確実にできているかなどをタイムと総
合審査によって競う大会です。
今年は５月２６日（日）に川辺中学校グラウンドで第３０回町消防繰法大会がおこなわれました。小型動力ポンプ

繰法に９チーム、消防ポンプ自動車繰法に３チームが出場し、４月半ばからの練習の成果を競い合いました。
大会結果は以下のとおりです。※敬称略
順　位 分団名及び出場者（指:指揮者　1：1番員　2：2番員　3：3番員　4：4番員　吸：吸管補助員）
優　勝　　第１分団２部　（小型動力ポンプ）

指：横田尚人　１：横田真吾　２：横田聖治　３：井戸真英　吸：加藤　明
準優勝　　第１分団１部Ａ（小型動力ポンプ）

指：武市晃可　１：駒島亮宏　２：坪内　崇　３：坪内朋也　吸：長山武士
3 位　　第３分団３部　（小型動力ポンプ）

指：横山貴宏　１：山内和明　２：天池英治　３：村上徹治　吸：小森厚史
4 位　　第２分団２部Ａ（小型動力ポンプ）

指：奥村一裕　１：有本憲生　２：日下部幸司 ３：橋本宏秋　吸：池田　靖
5 位　　第２分団１部Ａ（消防ポンプ自動車）

指：市田猛　　１：中島和之　２：今井孝行　３：小藤秀仁　４：渡辺国広 吸：幸村英俊
敢闘賞（個人賞）
区　分　　　氏　名 所　属
指揮者　　武市　晃可　　第１分団１部Ａ
１番員　　横田　真吾　　第１分団２部
２番員　　坪内　　崇　　第１分団１部Ａ
３番員　　井戸　真英　　第１分団２部
尚、今大会で優勝した第１分団２部の選手は、６月２３日（日）

に白川町で開催された、第４６回加茂郡消防繰法大会に町の代
表として出場し、惜しくも準優勝となりました。

優
勝
し
た
第
１
分
団
２
部
の

選
手
で
す
。
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～今年も暑い夏がやって来る～

リバーサイドフェスティバル川辺２１リバーサイドフェスティバル川辺２１リバーサイドフェスティバル川辺２１
－第２６回川辺おどり・花火大会－

●と き 8月１０日（土） 小雨決行
【荒天等により中止の場合は延期（未定）します。】

●ところ 役場庁舎前、中央公民館及びダム湖
●イベント

第１部 商工会女性部４０周年記念「親子映画会」

第2部

8：30～ 「名探偵コナン」入場整理券配布
9:20～11：00 名探偵コナン ベイカー街の亡霊 上映
11：30～ 「ハリーポッター」入場整理券配布
12:30～15:00 ハリーポッターと賢者の石 上映

11：00～22：00 ふれあい広場『ミニ商店街』
「フリーマーケット」（小中学校PTA及び保育園保護者会）

入場無料！！
整理券は、当日のみの配布と
なります。
どちらも先着600名1人1枚

15：30～ 開会式
オープニングセレモニー
第二保育園児による鼓笛パレード
親子写生大会表彰式

17:00～ 景品付き餅投げ・ビンゴゲーム
よさこい踊り

19:10～ 川辺太鼓
19:45～20:30 光と音の祭典 大花火大会
20:30～22:00 川辺おどり

みなさんの声が花火師の心に
届くのでしょうか？
乞うご期待！！

迫力の１
，４００発

★１８０ｍ
ナイアガ

ラの滝

★水中ス
ターマイ

ン

お問い合わせ 川辺町商工会内 川辺おどり実行委員会 53-2327

町民元気プレーヤーズ大集合！
川辺中有志による「よさこい踊り」頑張ってます。
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◆保育園・学校行事
3日（土）北小PTA親子奉仕作業
18日（日）北小PTA親子奉仕作業

東小PTA資源回収・奉仕作業
25日（日）西小PTA奉仕作業

◆心配ごと相談
7日（水）9：00～12：00（やすらぎの家）
21日（水）9：00～12：00（やすらぎの家）

◆川辺おどり・花火大会
10日（土）8：30～（役場庁舎前等）

◆スポーツ
4日（日）第13回町民レガッタ

◆ごみ収集
25日（日）燃やせないごみ（ガラス）

資源ごみ（食用空きビン）
粗大ごみ（燃やせる物）

14・15日　蛍光管
14・15・28・29日　ペットボトル

３日（土） ㈱長谷川商店　　５３－５０２５
４日（日） ㈱渡辺工務店　　５３－２１２３
１０日（土） ㈲三品住宅設備　５３－２２７７
１１日（日） 栄伸工業所　　　５３－２７０６
１３日（火） ㈲飛水プロパン　５３－２１４４
１４日（水） 加茂水道工業㈱　５３－４５８４　

１５日（木） ㈱中嶋設備　　　５３－２６０７
１７日（土） ㈱和泉　　　　　５３－５１０２
１８日（日） ㈱長谷川商店　　５３－５０２５
２４日（土） ㈱渡辺工務店　　５３－２１２３
２５日（日） ㈲三品住宅設備　５３－２２７７
３１日（土） 栄伸工業所　　　５３－２７０６

＊都合により当番店が代わる場合があります。
＊当番店に電話が通じないときは役場（TEL53-2511）までご連絡ください。
＊修理対象は、町の上水道管と直結された給水装置だけです。

（都合により日時などが変更になることもあります）

kawabe Town Cale
nd

er
8

8

予 定 価 格……町が契約を締結するに際し、契約金額の基準として定める価格で、入札において、
この価格を超えて契約を締結することは原則ありません。（税込み金額）

落 札 金 額……入札により契約の相手方に決定した業者の請負金額（税込み金額）
落 札 業 者……当該入札において、町と契約を締結することとなった業者
入札参加業者数……当該入札に参加した業者数

＊入札結果詳細は役場経営管理課で閲覧できます。

お問い合わせ　役場経営管理課　25-2511（内線221）

●日　　時 平成１４年７月１４日（日） ９：３０～１６：００
●場　　所 日本ラインシュロス駐車場
●内　　容 美濃加茂市、可児市、可児郡、加茂郡の２市９町村の特産品が勢揃いします。

＊当日は、中山道太田宿から日本ラインシュロスにかけての界隈で、一日中様々なイベントが開
催されます。
□ＴＶ「開運！なんでも鑑定団」収録（美濃加茂市文化会館）
□中山道ウォークと日本ライン下り（５００人限定）
□太田宿健康ウォーク
□中山道クイズラリー
□太田宿俳句まつり

●お問い合わせ 美濃加茂市商工観光課観光係　TEL25-2111
または、役場産業環境課（内線223）

7,665,000

11,550,000

かわべ夢広場手摺取替工事

建替事業既存住宅除去（第３期）工事

7,350,000

10,794,000

㈱日本ライン花木センター

佐伯綜合建設㈱

８社

８社

予定価格が５００万円以上の町発注公共工事（建設工事）に係る入札の結果です。（該当２件）

公共工事入札結果公共工事入札結果 ５月分の入札

中山道太田宿400年祭可茂広域物産展

用語の

意味



自 衛 官 募 集
防衛庁では、自衛官等の募集をしています。
応募資格は、日本国籍を有し、平成１５年４月１日現在、下記表の各号に該当する方です。

募集種目

一 般 曹 候 補 学 生
（男子・女子）

１８歳以上
２４歳未満の方

８月５日
～９月６日

（締切日必着）

９月１２日
～１０月１１日
（締切日必着）

１１月５日
～H１５年１月７日
（締切日必着）

９月１６日（月）
曹 候 補 士
（男子・女子）

１８歳以上
２７歳未満の方

航 空 学 生
（男子・女子）

（パイロット養成）

高卒（見込含）
２１歳未満の方 ９月２１日（土）

防 衛 大 学 校 学 生
（男子・女子）

高卒（見込含）
２１歳未満の方

１１月９日（土）
１１月１０日（日）の２日間

防衛医科大学校学生
（男子・女子）

高卒（見込含）
２１歳未満の方

看 護 学 生
（男子・女子）
（看護師養成）

高卒（見込含）
２４歳未満の方

１１月２日（土）
１１月３日（日）の２日間

自 衛 隊 生 徒
（男 子）

中卒（見込含）
１７歳未満の方

H１５年
１月１１日（土）

１０月２２日（火）

応募資格 受付期間 試験期日

＊お問い合わせは 役場経営管理課又は
自衛隊美濃加茂分駐所（可茂総合庁舎４階）TEL２５-７４９５
ホームページ http://www.mirai.ne.jp/̃plo/
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【申込期間】
７月２５日(木)～８月８日(木)

【試験日】
１次試験 ９月２９日(日）
２次試験１０月２４日(木)～２５日(金)

【申込用紙の請求先及び問合先】
人事院中部事務局
〒４６０-０００１
名古屋市中区三の丸２-５-１
℡０５２-９６１-６８３８

③刑務官（高校卒業程度）
【受験資格】
昭和４８.４.２日～昭和６０.４.１
日生まれの方

【申込期間】
７月２５日(木)～８月８日(木)

【試験日】
１次試験 ９月２２日(日)
２次試験１０月１８日(金)～１９日(土)

【申込用紙の請求先及び問合先】
人事院中部事務局
〒４６０-０００１
名古屋市中区三の丸２-５-１
℡０５２-９６１-６８３８

「平成１４年度Ｂ＆Ｇスイミング教室」
受講者募集!!
【コース・日程】
各コースとも１人３,０００円

①幼児（２０名×２クラス）
７月２５日，８月１日，８月８日，
８月２２日，８月２９日　計５回

②ジュニア一般（２０名×２クラス）
８月２日，８月７日，８月９日，
８月２１日，８月２８日　計５回

③ジュニア上級（２０名）
７月２４日，８月２日，８月７日，
８月９日，８月１６日，８月２１日，
８月２３日，８月２５日　計８回

【対象者】
①幼児　　　　３歳以上就学前幼児
②ジュニア一般　小学校１～６年生
③ジュニア上級　小学校４～６年生
【申込み・問合先】
川辺町B&G海洋センター
℡５３-２９１１

【申込受付開始】
７月８日（月）午前９時から

※詳細については海洋センターまで
問い合わせください。

「緑の羽根募金」運動
４月１日から５月３１日まで国土

緑化運動の一環として「緑の羽根募
金」運動が行われました。
町内では総額４１１,１２０円の募金

この募金は、学校、公園、街路、
公共施設などの環境緑化事業や苗木
の無償配布、地域の植樹緑化事業な
どに使われます。
【問合先】
役場産業環境課（内線２２８）

野生鳥獣（サル、イノシシ、ク
マ、ヌートリア、ノウサギなど
の哺乳類及び鳥類）を法定の手続
きをせずに捕獲する事は『鳥獣
保護及狩猟ニ関スル法律（鳥獣保
護法）』で禁じられています。
ネズミ、モグラ類はこの法律

の対象外で、上記の手続きをす
る必要はありません。
野生鳥獣を捕獲できるのは次

の場合に限られます。
１．狩猟行為として行う場合

狩猟期間内（１１月１５日から翌
年２月１５日までに）鳥獣保護法
に基づき狩猟行為として行う場
合。なお、法定猟具（銃器、網、
くくりわな、はこわな等）で捕
獲する場合は原則的に狩猟免
許及び狩猟者登録が必要です。

２．有害鳥獣駆除許可を得て行
う場合
有害鳥獣駆除等として、市町

村長等の鳥獣捕獲許可を得て捕
獲する場合。例えばイノシシか
ら農作物被害を守る場合は、市
町村長へ鳥獣捕獲許可申請を行
い、許可を受けた場合にはじめ
て捕獲することができます。

※農作物被害を野生鳥獣から守
るために捕獲する場合であっ
ても、例外規定はありません。
上記の１又は２による場合以
外に、野生鳥獣を捕獲した場
合は、鳥獣保護法違反となり、
同法により罰則が課せられる
場合があります。
役場産業環境課
℡５３-２５１１（内線２２８）

野生鳥獣は法律で守られています。

消防職員募集!!
可茂消防事務組合では、消防職
員の募集を行います
採用人員 若干名
受験資格
①大学卒業（見込）程度【上級】
昭和５３年４月２日から昭和５６
年４月１日までに生まれた方

②短大卒業（見込）程度【初級】
昭和５５年４月２日から昭和５８
年４月１日までに生まれた方

③高校卒業（見込）程度【初級】
昭和５７年４月２日から昭和６０
年４月１日までに生まれた方

昭和５０年４月２日以降に生まれ

た方
受付期間 ７月１日（月）～７月２９日（月）
※受験申込書交付は６月２８日（金）
から

試験の日時及び場所
１次試験（教養・適正試験）
９月２２日（日） ９：００～
県立加茂高等学校

２次試験（口述・作文・体力試験）
１０月下旬（予定） ８：００～　
可茂消防事務組合消防本部

お問い合わせ
消防本部総務課
庶務係　坂井、丹羽
℡２６-０１４４

が集まり、皆さんのご協力に感謝い
たします。

④救急救命士有資格者【上級・初級】
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役場 ℡ 53-2511
FAX 53-2374

上米田支所（B&G）
℡ 53-2911

下麻生支所 ℡ 53-5017
中央公民館 ℡ 53-2650
やすらぎの家 ℡ 53-2121

役場 ℡ 53-2511
FAX 53-2374

上米田支所（B&G）
℡ 53-2911

下麻生支所 ℡ 53-5017
中央公民館 ℡ 53-2650
やすらぎの家 ℡ 53-2121

救命講習会に参加しよう！
可茂消防事務組合中消防署では

「愛する人の命を救うために！」を
スローガンに、地域住民の方を対象
に人工呼吸、心臓マッサージ、止血
法を修得する普通救命講習会を開催
します。
【日時及び場所】
①７月２８日(日) ９：００～１２：００
美濃加茂市太田町１９１６番地
中央公民館　℡２５-４１４１

②８月 ３日(土) ９：００～１２：００
美濃加茂市牧１９４１番地の1
牧野公民館 ℡２８-５２３４

【受講料】無料
【定　員】３０名
【受講対象者】中学生以上の方
【服　装】軽い運動ができる服装
【申込み】
電話による先着順に受付。
中消防署救急係　℡２６-０１９０

介護保険苦情相談の開催
岐阜県国保連合会では、介護保険

のサービスに関する相談室を設置
し、苦情・相談を受け付けています。
苦情対応専門委員が、介護サービス
が適切かどうか内容調査を行い、事
業者に指導・助言します。
相談者のプライバシーの保護はも

ちろん、利用者の立場に立った対応
につとめますので、お気軽にご利用
ください。
①直接出向いて・電話での相談
岐阜市藪田南　県シンクタンク５階

～from the Mayor's Desk～ 町
長
の
机
か
ら
―
⑩

「
市
町
村
合
併
を

考
え
よ
う（
６
）」

前
回
に
引
き
続
き
、
川
辺
町
を

含
む
近
隣
市
町
村
の
動
き
に
つ
い

て
、
ご
説
明
し
ま
す
。

加
茂
・
可
児
地
域
１１
市
町
村
で

構
成
す
る
可
茂
地
域
市
町
村
合
併

研
究
会
が
、５
回
の
会
合
を
経
て
、

５
月
１３
日
に
解
散
し
て
し
ま
っ
た

こ
と
は
、
前
回
述
べ
ま
し
た
。
平

成
１７
年
３
月
ま
で
に
２
市
２
郡
で

の
合
併
は
現
時
点
に
お
い
て
は
困

難
と
の
結
論
が
だ
さ
れ
た
の
で

す
。
そ
の
直
後
、
加
茂
郡
の
全
首

長
・
議
長
が
話
し
合
い「
加
茂
郡
は

一
体
で
あ
る
」
と
の
考
え
に
沿
っ

て
、美
濃
加
茂
市
長
に
対
し
、た
だ

ち
に
合
併
の
協
議
に
入
る
よ
う
申

し
入
れ
を
し
ま
し
た
。
こ
れ
に
対

し
て
美
濃
加
茂
市
長
は
、
検
討
し

た
の
ち
回
答
す
る
と
応
え
ま
し
た
。

１
市
７
町
村
で
の
合
併
が
議
論
さ

れ
る
こ
と
と
な
っ
た
の
で
す
。

こ
の
協
議
は
今
後
、
紆
余
曲
折

が
予
想
さ
れ
ま
す
が
、
情
報
公
開

を
徹
底
し
、
町
民
皆
様
の
ご
意
見

を
尊
重
し
な
が
ら
最
重
要
課
題
と

し
て
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

皆
様
の
忌
憚
の
な
い
ご
意
見
を
お

待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

こ
こ
で
、
川
辺
町
の
合
併
の
歴

史
を
振
り
返
っ
て
み
た
い
と
思
い

ま
す
。

六
、
川
辺
町
の
合
併
の
歴
史

川
辺
町
で
は
明
治
以
降
、
国
の

動
き
な
ど
に
併
せ
て
大
き
く
分
け

て
２
回
の
合
併
を
経
験
し
ま
し
た
。

最
初
の
合
併
が
起
き
た
の
は
国

が
市
町
村
制
を
布
き
、
小
学
校
な

ど
の
事
務
を
任
せ
る
こ
と
に
し
た

明
治
３０
年
で
す
。
こ
れ
が
明
治
の

大
合
併
と
呼
ば
れ
る
も
の
で
川
辺

村
と
上
川
辺
村
が
合
併
し
１
つ
の

町
に
な
り
ま
し
た
。

２
度
目
は
昭
和
３０
年
ご
ろ
で

す
。
こ
れ
は
、
昭
和
の
大
合
併
と

呼
ば
れ
る
も
の
で
、
市
町
村
を
中

心
と
す
る
自
治
体
の
強
化
を
目
的

と
し
て
、
新
制
中
学
校
や
国
民
健

康
保
険
な
ど
の
事
務
が
市
町
村
に

任
せ
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
こ
と

が
き
っ
か
け
と
な
り
ま
し
た
。
そ

の
際
に
町
で
は
、
昭
和
２９
年
に

（
三
和
村
）鹿
塩
地
区
編
入
合
併
、

昭
和
３０
年
に
上
米
田
村
と
合
併
、

昭
和
３１
年
に（
下
麻
生
町
）下
麻
生

地
区
を
編
入
合
併
し
現
在
の
川
辺

町
に
な
り
ま
し
た
。

い
ま
議
論
さ
れ
て
い
る
合
併

は
、
平
成
の
大
合
併
と
呼
ば
れ
て

い
ま
す
。
５０
年
に
一
度
の
自
治
体

の
枠
組
み
再
編
成
と
い
っ
て
も
よ

い
で
し
ょ
う
。
生
活
圏
の
広
域

化
・
交
通
手
段
の
発
達
・
地
方
分

権
へ
の
対
応
・
行
政
運
営
の
効
率

化
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
理
由
で
市

町
村
合
併
が
説
か
れ
て
い
ま
す
。

新
し
い
ま
ち
づ
く
り
の
ビ
ジ
ョ
ン

を
心
に
描
き
な
が
ら
、
子
や
孫
の

た
め
に
悔
い
を
残
さ
ぬ
よ
う
考
え

た
い
と
思
い
ま
す
。（
以
下
次
号
）

川
辺
町
長

佐
藤
光
宏

７月の税

固定資産税　　　　（２期）

国民健康保険税　　（４期）

＊納付は便利な口座振替で

７月３１日まで

岐阜県国保連合会　介護保険課苦
情対応係
℡０５８-２７５-９８２６
受付時間･平日９：００～１７：００

②郵送による相談
〒５００-８３８５ 岐阜市下奈良２-２-１
岐阜県福祉農業会館
岐阜県国保連合会 介護保険課
苦情対応係

国家公務員採用試験の案内
平成１４年度、大学卒業程度及び

高校卒業程度の各種国家公務員採用
試験が行われます。
①航空管制官（大学卒業程度）
【受験資格】

昭和４８.４.２日～昭和５６.４.１日生
まれの方又は、昭和５６.４.２日以降
生まれで次の要件に該当される方
１)大学卒の方及び平成１５.３月
までに大学卒見込みの方など

２)短大又は高専卒の方及び平成
１５.３月までに短大又は高専
卒見込みの方

【申込期間】
７月２５日(木)～８月８日(木)

【試験日】
１次試験 ９月２９日(日)
２次試験１１月２６日(火)～２８日(木)

【申込用紙請求先及び問合先】
人事院中部事務局
〒４６０-０００１
名古屋市中区三の丸２-５-１
℡０５２-９６１-６８３８

②入国警備官（高校卒業程度）
【受験資格】
昭和５４.４.２日～昭和６０.４.１
日生まれの方



す
か
ん
ぽ
、
す
か
ん
ぽ
、
川

の
ふ
ち
。

夏
が
来
た
来
た
、

ド
、
レ
、
ミ
、
フ
ァ
、
ソ
〞

若
芽
や
伸
び
始
め
た
茎
を
湯
が

い
て
水
に
さ
ら
し
、
お
ひ
た
し
や

あ
え
も
の
と
し
て
食
べ
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
一
夜
漬
け
、
煮
物
に

も
よ
い
そ
う
で
す
。
生
の
ま
ま
の

食
べ
す
ぎ
は
体
に
よ
く
な
い
の
で

気
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。
フ

ラ
ン
ス
で
は
ソ
レ
ル
と
い

い
野
菜
と
し
て
親
し
ま
れ

て
い
る
そ
う
で
す
。

ス
イ
バ
と
同
じ
仲
間
の

も
の
に
ギ
シ
ギ
シ
が
あ
り

ま
す
。
よ
く
似
て
い
ま
す

が
草
丈
、
葉
が
大
き
い
の

で
見
分
け
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
ま
た
、
果
穂
が
ス

イ
バ
は
赤
紫
色
で
す
が
ギ

シ
ギ
シ
は
熟
し
て
も
赤
く
な
り
ま

せ
ん
。
ギ
シ
ギ
シ
の
ほ
か
に
ナ
ガ

バ
ノ
ギ
シ
ギ
シ
、
ア
レ
チ
ギ
シ
ギ

シ
、
エ
ゾ
ノ
ギ
シ
ギ
シ
、
ヒ
メ
ス

イ
バ
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ら
は
い

ず
れ
も
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
原
産
の
帰
化

植
物
で
県
下
各
地
に
も
広
が
っ
て

い
ま
す
。

す
か
ん
ぽ
を

か
ん
で
ま
ぶ
し
き
雲
と
あ
り

―
吉
岡
禅
寺
洞
―

川
辺
・
自
然
と
ふ
れ
あ
う
会

伊
佐
治

要
衛

ス
イ
バ
を
取
っ
て
茎
を
か
ん
で

み
る
と
イ
タ
ド
リ
と
同
じ
よ
う
に

酸
っ
ぱ
い
味
が
し
ま
す
。
酸
っ
ぱ

い
葉
が
ス
イ
バ（
酸
葉
）の
名
の
由

来
で
す
。
別
名
を
ス
カ
ン
ポ
と
も

い
い
ま
す
。

童
謡
に
「
す
か
ん
ぽ
の
咲
く
こ

ろ
」（
北
原
白
秋
作
詞
、
山
田
耕
筰

作
曲
）と
い
う
歌
が
あ
り
ま
す
。
戦

後
の
一
時
期
小
学
校
の
音
楽
の
教

科
書
に
も
採
用
さ
れ
ま
し
た
。

〝
土
手
の
す
か
ん
ぽ
、
ジ
ャ
ワ

更
紗
。

昼
は
蛍
が
ね
ん
ね
す
る

ぼ
く
ら
小
学
尋
常
科

今
朝
も
通
っ
て
ま
た
も
ど
る
。

～ ス　イ　バ～
その75

スイバ

ギシギシ
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表
紙
の
コ
メ
ン
ト

■大谷公園の藤棚
大谷山の麓にある大谷公園は、5月初旬ふじが満

開の頃、弘法大師の祭りで川辺太鼓も演じられ、
餅まきもあり賑やかであった。
大谷山には四国八十八箇所の縮写である八十八

体の石仏が大正12年4月6日、当時の岐阜県知事の
許可を得て建設されています。

写真同好会　　中島　東市

平成14年7月4日号 Vol.397
発行／岐阜県加茂郡川辺町
編集／経営管理課
電話／0574－53－2511
FAX／0574－53－2374
http://www.kawabe-gifu.jp
e-mail:kawabe@kb3.so-net.ne.jp

古紙配合率100％・白色度80％再生紙を使用しています。

変わり春巻き

5月31日の
給　　食

栄養価（1食当たり）

エ
ネ
ル
ギ
ー

1
5
6
kcal

タ
ン
パ
ク
質

6
・
8
g

脂

質

10
・
6
g

《給食センター》

●
材
料
（
5
人
分
）

豚
ひ
き
肉

…
…
…
1
5
0
ｇ

し
ょ
う
が

…
…
…
…
…
…
少
々

に
ら

…
…
…
…
…
…
…
3
0
ｇ

ほ
し
し
い
た
け

…
…
…
…
2
枚

キ
ャ
ベ
ツ

…
…
…
…
…
…
2
枚

塩

…
…
…
…
…
小
さ
じ
1
／
3

こ
し
ょ
う

…
…
…
…
…
…
少
々

春
巻
き
の
皮

…
…
…
…
…
5
枚

小
麦
粉

…
…
…
…
…
小
さ
じ
１

揚
げ
油

…
…
…
…
…
…
…
少
々

●
作
り
方

①
ほ
し
し
い
た
け
は
水
で
も
ど
す
。

②
①
、
キ
ャ
ベ
ツ
、
し
ょ
う
が
は
み
じ

ん
切
り
、
に
ら
は
２
ミ
リ
の
小
口
切

り
に
す
る
。

③
②
と
豚
ひ
き
肉
、
塩
・
こ
し
ょ
う
を

ボ
ー
ル
に
入
れ
、
よ
く
練
る
。
5
等

分
に
し
て
お
く
。

④
小
麦
粉
に
少
量
の
水
を
混
ぜ
、
の
り

状
に
し
て
お
く
。

⑤
春
巻
き
の
皮
を
広
げ
、
③
を
包
む
。

こ
の
時
、
揚
げ
る
時
に
中
ま
で
火
が

通
り
や
す
い
よ
う
に
、
薄
く
包
む
。

包
み
終
わ
り
に
④
を
つ
け
、
皮
が
は

が
れ
な
い
よ
う
に
す
る
。

⑥
油
で
あ
げ
る
。

●
一
口
メ
モ

春
巻
き
は
、
肉
や
野
菜
を
炒
め
て
か

ら
皮
に
包
ん
で
揚
げ
る
の
が
一
般
的
で

す
が
、
今
回
は
餃
子
の
具
を
春
巻
き
の

皮
に
包
ん
で
揚
げ
ま
し
た
。
春
巻
き
の

皮
は
、
揚
げ
る
と
パ
リ
ッ
と
し
て
歯
ざ

わ
り
が
良
く
な
り
、
中
身
は
う
ま
味
が

ぎ
っ
し
り
詰
ま
り
、
し
っ
と
り
し
ま
す
。

か
ら
し
醤
油
か
酢
醤
油
を
添
え
れ
ば

一
層
お
い
し
く
召
し
あ
が
れ
ま
す
。

揚
げ
る
時
は
、
中
心
ま
で
火
が
と
お

る
よ
う
注
意
し
て
揚
げ
ま
し
ょ
う
。


